
健康診断を行う目的は、体の異常を早期に発見し、病気を初期のうちに治療

することですが、同時に健康診断は自身の体の状態を確認し、健康に対する

意識を高める機会にもなります。 

職員の健康は、仕事のパフォーマンス向上にもつながります。 

私たちはこれからも自分の健康も大切にしながら、ご利用者様が毎日健康

で過ごせるよう、頑張ってまいります。 
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夏の脱水予防に最近では塩味の飴やソルティードリンクなどの飲み物などが販売されていますが、それらを摂る前に 

食事をしっかりと食べましょう。野菜や果物は水分が豊富で、ビタミンやミネラルが含まれています。調理することで塩分も

付加されます。しっかりと食べているのに脱水傾向にある場合は、涼しい室内でじっとしていませんか？                      

ちょっぴり身体を動かしてみましょう。食欲がなくなると食事由来の水分が期待できません。スポーツドリンクを飲むことも

一つの手段ですが野菜と果物が入ったスムージーはいかがでしょうか。 また、お味噌汁やスープ類は食欲を増進させる

効果があります。朝 1杯のお味噌汁やスープ類は食欲の維持と脱水予防に役立つかと思います。 

 

 

                              

 

『認知症高齢者ケア研修』     

令和４年５月１１日「コロナ禍での認知症ケア 「～ノンバーバルコミュニケーションを中心に～」をテーマに、認知症高齢者ケア

研修会に参加しました。認知症の方とのコミュニケーションを行う上で「認知症の方が見えている世界に入っていく。」 

この言葉が強く印象として残っています。例えば「私、まだご飯食べていない。」と困っている高齢者の方がいたとしたら  

「さっき食べました。」など否定から入るのではなく、一緒に食べていないことを困って心配することが大切であり、     

どう言ったら安心するか納得するかを考えることが重要だと学びました。 

今回の研修を通して、認知症に対する理解が深まったと同時に、認知症のある人を一人の人間として尊重しその人の視点や

立場に立ってケアを行うことが大切だと感じました。 

    

 

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 


